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坑道試験における炭鉱爆薬によるメタン着火源の形成機構

青 河

まえがさ

この報文は鯛 に示すメタン潜火蹄の形成吸柄を.

教範の試晩方式によって研究したものである｡ここに

言うメタンとは厳齢こは,メタンと空気との投合免ー

すなはも馳拡坑気(Fjr∝damp)を指している,先ず

第1報では大型試験坑道での '̀偽し釈放"を扱ってい

るが,そこでは,薬包僻面に治はせたペンスリット導

爆線によって薬包を起爆する方式で耕火純敦を試み,

中郷 年9JI9tl受理
●エ粟扶桁抜取ZF扶佑筑政所 蛤玉即 llt)市村町

YoT.22.No.も 1I81

儀 一●

その結果を,通常の寵気密背離 による着火試験の耕

具と比較している｡なお後の場合では,薬包の起爆蝉

とは反対の地面に,水または食盤を先頃した ビニー

ルサックを,いわゆる満面妓荷として取付けて,FD

(Firedamp)に対するその効果を調査した｡本文に

詳述するJ:うに以上2つの薪火妖験からは, 一̀凧し

薬包■'によるFD着火は,いわゆる `̀ポケットカ火
源'■の形成によること,また薬包の僻轟こよって発生

するジェットおよびそれが生みだナ紳 波などのdt接

の作用で薪火Lがたいこと,これらは主としてFDむ

(SJl) lI



予熱するといった効果･だけをもつことが,大体無理な

く耕冶された｡-カ噂燦線起爆では,ダイナマイト薬

包の燦適にr対して特兆な点が英糾された｡これは姓接

木報の前火問掛こ槻臨あるはかりでなく.輝彦現象と
してみても,またダイナマイトによる弟火の点からみ

ても,可成り虫垂かつ興味ある問題ゆえ,准看の別の

研究を参照してその鋭明を試みた｡

次に折2報では.小型紙故坑道における一一侃し''."瀕

えおき■'ぉよぴ"隅角臼砲''(滞切白砲ともいう)の各紋

験を扱ったが,.臓両校筒としてほ既柏のほかに傘状の

ポール紙剤を,兆包槻面にさかさまに取付けて使って

いる｡これらの緒釈放で見出されたFD蔚火源は,釈
政方式の変化によってその形成方法に変化はみられる

けれど,本質的にはポケット着火源はかりのようであ

る｡ただこれらの拭敦では,すべて本邦の典型均な炭

鑑僧鵡だけを用いている点に留意する必繋がある｡非

炭鉱燦苑を用いた勘合にIL 当然そのFD耕火力式は
上述のものとは頻るであろう｡しかし米国鉱山局での

FD潜火の研究には,テトリルなどを用いたものが多
く.これについては筋3報で考察する予定である｡

筋3報では第2掛こ示した着火を高速度カメラで梶

えた結先を示し,前1,2報でえられたFD着火に関
する見解を吟味した｡この点高速度等只は大体におい

て,僻火釈放での見解と合致している1うである｡な

お卯3報には以上の尖故研究の綜括の意味で,炭鉱燦

勝にJ:るFD着火の一般像ともいうべきものを冶議す
るとともに,この方繭の欧米の箆道の研究,とくに

B･Lewjs氏が主宰した米国鉱山局 における-迎の研

兜および,隅角臼砲を用いた独乙 DortmondDerne

の研死を引用検討した｡

さいごの第4軌は,舷iLF;本籍{･読行した耐水化炭鉱

爆薬の親衛中火性のtH個にあてる予定である｡これは

炭鉱爆薬の正統なあり方を反省するうえにも,また億

兆の熔蕗様式を考癖するうえにも,興味ありかつ魚礁

な史料を挺供しているように考えられる｡

妨)-3報は,卿 Orr･j国際保安研究所長金成(米国
ビッツ/(-〆,1959年)のコT7キクムに地山された報

文と殆ど同じものであるが,2,3の点でそれより粉

々押述されている｡この挺Ell報文は,当時別解された

北大山本祐姑教授に紹介ならびに説明して頂いたもの

である｡この点ばかりでなく,報文の全研究を通じ

て.伺先生からほ何かと抑配痕を頂いた｡光政にあた

ってほ,殆どといってよい軽の火薬,火工晶会杜から

協力をうけた｡また報文作成上 資源技術就験所艮馬

場有改氏からほ,雑音の勤務上多大の飯宜があたえら

ltた｡ここに以上の方 に々対し薦く御礼申上げる次第

である｡なお炎敦に協力をうけた試敦所の研究良諸氏

については.各軸でこのことを銘記した｡

附bbll上述のコPキクムに提出された雑文は,フラ

ンスの純鉄所の要望で,殆ど原報のままその

挽関連に発効されたl)0

典故上の一段事項

榔鵜の着火性 (限界薬息)の決め方

坑気 (FD,Firedamp)として.メタン 9.0土0･3

%と空気との汲合銭を用いた｡実際の釈放で払 拭験

坑道の爆発畠にボンベからメタンを導入し.送風機で

メタンと空気の混合丸を混ぜ合はせて,所延のFDを
嗣刺した｡蒋火執政では,迎統5回不中火の点火薬故

を限外薬危(LimitCharge)と定めた｡不帝火を蛮

示するにはこれとは.界る方法もあるが.それについ

ては荊3報で比故考素を試みた｡

供飲爆薬

耕火続映では,本邦の炭鉱爆薬.それも主にダイナ

マヤトを使った (蛮J.J)｡薬包は薬径30mm'･X虫100

巾L叫くせ苛か爆)守_.)ク･･石戸削'･':･'･q(i 趨 倦 み 嘘 〉因1.]起 爆 方 式

衷 1.) rn火 訳 故 の 供 託 爆発

:__. /一丁【地tlJ

Jrで.市版部品同様J:ラフイン続で3番してある｡起鰍 こは6号電気雷管を用い.その裳藁部



m)だけを兆包の1韓に絶入した｡しかし燕由をペン
スリット導爆線で起爆する場合に払 薬包端から30cm

長がめに帝輝線を取り,その端に6号砲気筋管を取り

つけ, これを紙テープで外側を被ってはねさせてい

る｡なお薬包発射はすべて爆発垂の兵,すなわち坑詰

めに向けておこなわれた (1.1)｡

瀞火判定上の注意

蔚火就験では,FDが着火して生長し,これが坑道

の爆発壷全体に発展し,外部で判然とそれが誰知され

る掛合を '一新火"と見倣した｡一方爆発畠内で新火が

生じても,立ち消える毅合は.これを外部の肉眼観測

では携えることが出来ないので. '不着火"として扱

われている｡このような着火の立ち消えは,一般に爆

薬丑が上述の判定方式による限界薬丑以下のとき起る

ようであるが,時にはそれ以上でも見られる(弟3報)｡

帝火過程の甚礎研究としては,薬長の増加にともなっ

て,先ず立ち消え性の着火が生じ,さらにこれが本格

的な 一̀着火''ぇ推移する状況を,高速度カメラなどで

捉えることは甚だ望ましいことであるが,これは今後

に狭さざるをえなかった｡ただ本研究で払 すべて億

坤的な炭鉱燦矧こついて研究を進めており.それらの

爆薬では立ち消えが発生する度合は路々等しいと考え

られるので,上述の潜火の判定方式を用いることに正

大な摩I.I.tはないようである｡

(*1g)

Ⅰ 大型放浪坑道(=おける"吊し就験''

内 容

1.1珊肝起爆と導爆線とによるFD野火の比牧

1.2 雷管起爆におけるFD着火

補遺 蒋燦線起爆における薬包爆速の逆位

釈放坑道

これは北梅迫炭鉱汽船KKの新撰内鉱業所所在の施

設で図1.2に見るように,坑詰めに径1.55米,長さ5

米の銅鉄管の爆発室,これに続いて径 1.8米,長さ15

米の鉄筋コンクリート巻きの放爆坑道を乾 した もの

で.全体を.山の供斜面を穿って,精々川のぼり坑道"

として栴集した半地下坑道である｡

供拭弟包の配際

図1.1に見るような薬包あるいは薬包列を爆発壷の

中央で坑道軸 (殆ど水平)に沿って偽した｡胡渦線起

爆に用いたペンスリット軸 線については,あらかじ

めその3米を兆包と同様の着火群数にかけて,迎統5

回不着火の鮮先がえられたcLたがって薬包の限界鵜

最 (LC)には,帝爆線のそれが介入していないもの

とみて.tからう｡ztf;'偵鰍まただ薬包を起爆する方式を

Tot.22.N●.▲.1I一1

E 排 斑 r

JA,B 伽 苑 室

a,b 耗 隔 膜Ⅴ 換 気 立

国 1.2 大型釈放坑道 (北択

KK荊院内)支配し,この方式

に依存した薬包のLCが問題となると考え

ればよかろう｡T.) 官管起爆と串熔凍起爆とによ

る爵火の比較T.).1分火武験

ダイナマイト白梅と1号特研とについてこの
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つくってある('&触包列)｡ところで番爆線起掛こおい

て特梢の薬包問にrIiJ桁をとると(図J.3),その着火状

祝が変ってくる (袈1.3)｡銑政例N0.2とN0.4は,一

様なIllJ酔 mをおいた勘合で,非包I5ケで不着丸

しかしFlf脚長を 15-30cm の脇田で不規則に分布さ

せた N0.3では,その問隊長の総81は同一薬包数(10

ケ)の N0.2の賂合と賂々等しいが蒋火,結局,上

述の鈍晩結果を投合判断すると.将棋線起爆では密典

包列よりも政敵包列の方がFl)を苛火し易いことにな

るが,このことは,藤牧包列内の井包の問輝に着火源

が潜在することを示唆しているようである｡換言する

とこの包列が爆撃する際には.煩轟ジェットが拡放し

1 号 特

硝 安 ダ イ ナ マ イ トA ら

S S 硝 安 ダ イ ナ マ イ ト

A

r3 梅 ダ イ ナ マ イ



て生ずる爆轟蟹によって,上避a)間際付近のFDがポ

ケット状に取岨まれ,周囲の爆春雪によって活性化さ

れてポケット着火源を形成するものと考えられる｡こ

の特梢の勘合に比べて,表1.2の白梅の患男から比,

白梅ではこれとは別の着火様式が考えられねばならな

い｡この柵速はおそらく両ダイナマイトの組成の違い

に基因する燦疎様式一掃輝線起爆においてとくに-め

相速によると推測されるので,以下ではこの点を検討

することにする｡

Ll.2蛤串発光

白梅,SS掛.特約の燥轟発光を,雷管-,導爆線-

起燦において地形した結果 (図1.4)から,爆轟ジ4

ットの状況をみると次のようになる｡このうち雷管起

爆の勘合は周知であるから,ただ特帝の場合だけ掲載

してあるが.これによるとジェットは薬包の側面およ

び起爆端とは反対の堆面から発生している｡これは白

梅,SS粥でもI司様である｡導爆線起爆の場合は.先

ず白梅では,薬包細面から殆ど一様に側面の周囲にジ

ェットが発射しているが,その洩面からは生じていな

い点が注目される｡ところが特梢では,薬包の導爆線

取付け側のジェットは完全に消失し,その反対側面か

ら見gfな半円状に発射している｡さらに薬包槻面から

のジェットが欠けてい●る点払 白梅の場合と同じであ

る｡最後の例SS梢のジェット払 大体白梅と特梢と

の中開的形旗をとっていることが分る｡すなわち薬包

側面からのジェットは,大部分碍爆糸の反対側に発生

しているが,その佃にもある塩密見られる｡

I.I.3 位 遠

白梅と特梢との組成上の主な違いは,ニトロゲル鬼

にあるとみられる (兼T･1)｡そこでこの点を一層明白
なかたちでもつダイナマイトNo.1-3を新たに詞劃

して,ともに燥速の実軌こ供した｡ No.1-3ではニ

トt7ゲルが 3Jl･3.26･0および 15.6% と頒次に減少

し,食盤はすべて25%.他の成分の割合はすべて一定

衆1.1留管一,串爆線起爆におけるダイナマイト
吊し薬包の爆速

耐定 :Dautriche法

爆 薬
爆 速 (m/see)
雷管起爆 等爆線起爆

ペ ンス t)ッ ト苛爆線

1号特硝安ダイナマイ ト

SS硝安ダイナマ イ ト

白梅 ダ イ ナ マ イ ト

No.Jダ イ ナマ イ ト

No.2 〝

No.3 〝

脚

紺

捌

刑

…器

刑

洲

6--｡
Ⅷ
m
m
脚

Yo7.22.No.A.1941

にしてある｡

約定は Dautriche法により,基準等燥掛こは,起

爆用と同じペンスリット導爆線(爆達郎00Jtl/See)を用

い,薬包の起爆婿から5cmおよび15cm に測点をと

り,そのあいだの平均爆速を求めた｡導爆歳起爆では

導煤曲の反対側に洲点をとってある｡測定結果 (衷l.

4)では.どの燥薬でも雷管起爆に比べて導爆線起爆

の勘合にそれより高い爆速が実現しているが,これを

噂軸線のそれ (6600mJsec)と比べると,特梢では59

40m/secで少し位臥SS梢では 6750mJsecで神々

満目,白梅では 7300m/secで可成り高く,この隅位

は新設のダイナマイトNo･1,2,3でもみられ(図

I･5),fltL節の燥蕗発光の度合にもこの塀が存在してい

る｡なおダイナマイ トNo.1-3では哀1.Jから分る

ように.=トロゲルの含有量が爆速の推移を支配して

いることになる事｡

娃

(
p

lJ
‡
一

lO 20 30 叫

声.J-ElrA,X

燦述部定 :ドーリyシュ按

図 1.5 寄畑線虫煤におけるダイナマイト薬包の搬

速とニトpゲル丘との関係

さて燥轟発光ないしはジヱyトの発射度合と爆速と

の対応状況から,噂棒線起爆での上掲ダイナマイトの

燦轟様式は次のLkうになろう｡特粥を例にとると,導

爆線から薬包え相次いで爆轟が伝はると.薬包では両

者の接触部分を起点として,爆轟が薬包内に発展する

から,薬包の断面についてこkTをみると,その断面は雷

管起棚での薬包の縦断面に相当し,その結果煩轟ジェ

ットは断面周辺に垂直な方向よりも静々燦轟伝播方向

に偏った方向え発射されようそのうえ導燈掛こ接する

(SLS)

●No.1lt昏状.No.21土草野状.N0.3はま状1:.あり.この他現
的な性状が挽進の推移で問題となるとも考えられるが.前丑にn-.I
すよ)に粉状でも帝蛾故より高い侵遠を示すものがあり(苛爆疎
B母).この性状は余り岡見とならないらしい｡
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細分でk,噂偵線の苑射するジェットが先行するの

で,薬包のジェIPトはこれにJ:つて非包Ot13え押され.

結果として凶1.4に示されるJ:うな半円状のジJlyト

が現れることになる｡ところが白梅では,爆&J糊始後

まもなく,導爆線より前い僻遠をもつので (燥辺の逆

咲),薬包内には導爆線のそれに先行する燥由があるこ

とになって,薬包が逆に導爆線を起爆することにな

る｡こうして薬包餌面から均等にジェットが発射し,

既述の燦轟発光が現れたことになる｡SS梢では.そ

の糠速からみて,白梅でみた促速の逆転が小さく,こ

れに相当して,導爆線偶のジェットも少い笛で,丁度

爆轟発光が指示するところと一女する｡

燥連逆転の成田｡本朝の 一̀補遺"には,上掲以外の

ダイナマイトおJ:ぴその他の爆非敦楯について,導爆

線起燦による燦速を実測し,燦速の逆転の成因を検肘

した｡それによると,この起爆では薬包内には煤轟開

始後まもなく,側面から内部に向う燥南が,薬軸に泊

って過行する爆串と衝突会合して.糠南の弛化を誘発

する｡そのさいダイナマイトの場合に適当な組成をも

っていると.爆番組化に他乗してダイナマイト特有の

''低-.相 型̀の棚番遷移が発生して,これが爆述逆舷

として実測にかかると考えられる｡

I.I.1殉 梅

特柄の薬包問の殉倣皮 (5回迎銃先煤)のeOntOur

を図1.6に示したが,節J薬包を'訂管で起爆した勘合
には,COntOurは同薬包か鵬面および第2薬包と対立

する増面の両方向に発達しており,その中InJでは消失

している｡既述の鰻重発光はこの中IBJ蕗分のジJLツト
の消息を明示していないが,その他の点では.殉嬢皮

のcontourとジJE.ツトの形状とはよく対応している｡

導爆線起爆では.この対応はすべての点で良好のよう

である｡

固 )･d J号7.f研ダイナマイ
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図 1.7蛸何故捕 (そのl)

袋 I.5城田故筒の効果

破拭:ホ20gまたは食盤10gをビェールサ

ック (弟包と同伴)に充現し,起爆端と反対

の鵬河に取付ける

+( )内の数字は発起 (mm)を示す｡2報で述べる小型就験坑道に

おける格し拭験の結果にJ:つて賄々柵火なようである｡)先ず薬

包が燃鵡するさいには,磯面披隣内の水あるいは食違は場面ジェットによって

煤先金の兵に向って枚射され 微粒子となって拡散しよう｡一方熔燕虫が OLC(無被筒

のLC,求1.5参潤)を超えて.ポケット帝火澱を

形成し始めると,潜火源はこの拡散した水また比食蟻

の雲によって部分的に包まれて消失されるようである｡

財 r)はじめの2例,新柄燦と白梅はその他に比べる

と爆力が滑々大きく,OLCならびに OLCでの薬

長が小 さいが(40,65mm). この薬滋が,爆番頭 (Deton

atioJIHead)●が完成する非長 J20mmあるいはそれに近い

日2mm に追す

るまで (式中の SLCでの薬長),増而被筒の効果

が発押されている点が注目される｡この薬長以上にな

ると燥売掛土建常となり,これを母体として発生する鵬而ジ

ェットも定常化するので.場面被筒物質がジェットによって燦

軸過行方向に投射される度合も一艇する｡しかし8

u両ジェットは略々薬戊に比例して増大する｡ところで

燦轟ジェ ットが披筒効果を抑えて安延したポケット苛

火源を形成するためには.輯面ジェットが披両物

質をできるだけ遠方に投射するのが有利である｡この投射力が一定化する SLC

以上の｡M.A.Eook氏が没qしたもの ●),嬢
を苛の背投に洩れて生長する高圧爆四〝ス現で.そ

の耳虫且は母だ進行方向と別方向をもつ｡老化で扱,tBL民筒轟色の地色でIt.姦長120mm-C円位

侍の定常現に究成Irも(母凸瓜Jeヂb)｡YoI.22No.丘.1?81 着火の相関では,上

述の増大する伽面ジェットが披筒の無効化で幼いてい

ると見られる｡換言すると.ますます的致されるこの

ジ&ツトは'-方では准而ジA,トと協力して安定

なポケット着火源を形成し,他方では坑道蛇に鋳炎反

射して戻った部分が,被柄物質の拡散要を中火源から遠

ざけるJ:うに働 くと考え られる(図).8)｡ f

t 且宣 揚 {1-Jip'iSd峨r坤 L7

5如 何由み'ト舌ゞ先ie図 1.8 端両故続付

き非包における着火の状況(兆包細雨ジェットによる

被荷物flの放射)淡rr)のあとの21札 炭

鉱カ-少アトと特梢では,0LCでの英滋で既に燦轟

王瓢ま完成しているから,St･C以上の薬鹿での

FD苛火の再開には,上述の意味で側而ジ.tットが働い

ていると音えよう｡このような各2例のあいだの着火様式の適いは,その燦カと関



手には洗軟鉄児を 一̀苛火回数+就験回数■'をもって紀

してある｡
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図 1.9 Zebra丑薬包列の点火性

図1･9中,耗晩例 No･1,2は特梢のLCが3薬包

であることを示したに過ぎないが,N0.4ではT薬包

5ケの起船端に､No･3ではその反対鵬(末端)に.S
薬包1コを取付けたもので.約着は着火,後者は不着

火である｡したがってこの就験に関するかぎり.I.2.

1で見出されたポケット前火源の見解が茶づけられた

はかりでなく,S薬包が食塩披筒と同じ効果をもって

いることが分る暮｡ この場合,起爆鵜のS薬包に FD

苛火を阻止する能力が見られない/.'ilt,注目される結

果である｡次にNo･4でT薬包をさらにJコ増すと着

火 (No･5).しかしその起J鄭掛こもS薬包をJコおく

と不着火 (No･6)となる｡これは,11i独では苛火阻止

能をもたない起爆鳩のS薬包も.未牌のS薬包と仏力

すればその能力を弗抑することを示している｡おそら

くとの新発払 先行的に燥革した起爆地のS薬包が,

T薬包の餌面ジェ ットから発生した燦轟磐に温入懸冷
して,一旦形成されたポケット中火源を,その生長の

途中で消失するものと考えられる｡(これらの結果は.

高速鑑カメラによって具体的に握えることが望まれ

る｡)

以上の薬包列は,苛はは基本型と見るべきもので,

これを基として一層包列を延長する工夫を No･7-16

の結果は図解したものである｡

補 迫

導爆線起爆における薬包燥適の逆転

ただし小鼓択抜坑道での取れ円屯筑放 く抑2織)では.S罷包だ
けによる京大の抵Aが.vtられていも｡

24

本文 (1･J･3)で白梅について見出されたこの逆転

現象を,さらに多くの他の牌掛こついて奨机吟味した

鹿央を,淡1･6に拘赦した｡これによると.老中下郎

の3椀のダイナマイトでは,そのニトロゲルの多少k:

拘らず逆転がみられる｡しかし他の嬢弟では,粉状の

TNT とビクリソ酸では見られず,また水和ペンスリ

ットでも同様である｡ところが-キソーゲンや非炭鉱

用硝安燦亮Dには存在する｡なおダイナマイト以外で

紘,逆転の有無がその本来の僻遠の高さに関係がない

ようで,むしろ発生ガス鼠が多く,それをもって大き

な仕邸をなしうるものに逆転が現れる点が注 EIされ

る｡

衆 1.6 即甘起燦と蒋煤疎む棚とにおける各租似非

の何し非包の蛾速

河定 :Dautriche法 (基準尋爆扱:ベン

スT)ット串横線)
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*棒逆位は定礎川帝横線の煤速価の宵分革で示して

ある｡
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図I.]0 苛棲牧丘鰍こよるl三l栂ダイナマイト薬包の

爆出状況 (煤速迎転の形状過程)
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ところで串鵬 健では,薬包中の墳責は国LIOに

国解したような経過をとると考えられる｡先ず薬包鴇

で時機線から鵜Jdに伝噸すると,両者が接触する灘包

仰面に平行して.熔韓が薬包内に広まる糾｡導爆線か

らは引続きこの方式で接触面を通して,苑包仰こ蝶番

が投入するが,これがある程度過行するうちには,地

初に薬包矧こ入った燦轟は,接放面の反対矧こまで到

適して,そこから新たに薬包軸に沿って伝はる燦帝が

生れる(nI,したがって弟包内にはこの頗輔と,上述の

噂煉線から側桁に入ってくるそれと紅より,全体とし

て非包軸に対して凹みをもつ巧曲爆轟群が形成せられ

る(C)｡ただし当然のことながら,以上の考鍬t,導燈

故の爆速は薬包の固有倍速 (雷管起爆)より高いこと

を前提としている｡さて上述のように,句曲爆轟符は

2つの方向 (たがいに垂在)の爆轟符の合併によって

つくられたものであるから,これは頒轟符の酬ヒを誘

発し.その軒先薬軸方向の煤轟速度は増大して,燦逮

逆転の可低位が_Lkれる(帆

ここで若し供就椴燕が,その蝶番許の戊C:で多虎の

ガスを発生し.かつ大きい爆力をもつような組成のも

のであれば.逆転は連行されるであろう｡去).6の尖

瓶結果では.-キソーダンとD硝燦がこの例と考えら

る｡しかし水和ペンスリットのように,多虚の水分で

燦赦しにくくされたものや,ダイナマイト以外の炭鉱

燦薬のように,食塩を多量もち,比毅的ガス発生虫が

少いもの,さらに粉状の TNT とピクリン酸のよう

に,固体炭楽を生じて充分の発生ガス虫をまたないも

のにあっては.上述の会合によっても横車称は大して

強化されず.その紡果逆転を生t=窪いと見られる｡

さて栽1.6の3僻のダイナマイトをみると,いづれ

も逆転を示している｡しかし新柄以外の2つは,ニト

ロゲルの含有虫が伍かなうえ,食塩のそれは大きく,

これらの点では,上述した逆転の成因に欠けている｡

しかしダイナマイトでは,その起爆力に応じて低型と

高型両様の爆適を示すことがよく知られており, l薬

包でも,この2型が頒轟遜移となって複杜に現れる8)｡

たとえは薬包の中途にboosterを配すると一一位一高"

型の遷移が伸延的に発生する｡導爆線起爆は.薬良全

体に克って噂輝線を boosterとして当てがったもの

とみられるから,それによって生ずる逆転は上述と同

範頼のものと見られる｡別に畢者が研究したところで

はり,新柄のFBL･茶包では,爆鼓頭の異常に大きな生

長に随伴して.背走的な低一高型の爆速遷移が現れる

那,これは,燦南朝の生長につれて(借株頂,樺卸if)
の反応IF)で.ダイナマイト特有の酸化反応が増放 さ
れ,その結果肪発されるものとして.一応脱明づけら

れた｡このような白.Qの遷移はダイナマイトの組成に

Vo1.22.No,4.1†11

ち.物理的性状にも敏感で,新鮮な詫料において見ら

れ,しかもこれに食塩を15%添加すると消失する｡こ

め/.I.tでは噂根線を boosterとして現れる逆転は比較

的安延であるから,広幅い組成変化に対して起りうる

と考えられる｡したがって本文 (LJ.3,射.2)で検

,IJした,ニトt'ゲルの減少にJ:る逆転の消失を示した

ダイナマイトNo.1-3はその1例に過ぎないようで

ある｡#':しニトロゲルが10%前後でも.既述の爆轟帯

の会合にJ:つてある程度その増政が可俺な勘合には,

ダイナマイト仲村の遷移の原因である糠反応の進展が

これに帖来して発生し,容易に逆転が起りうると考え

られる｡淡1.6の新柄以外のダイナマイトでは,おそ

らくこのような邸情によって逆転がみられたのであろ

う｡

本報の実験のうち,着火就敦は 1951-1957に亘っ

て鉱某技術就政所北港道支所に勤携中共施 した もの

で,そのIJq同支所長波止蕎氏 (現東北大教授)にお世

;淋こなり.尖験では同支所研究Fl岡田亦態氏その他の

人の協力をうけたことを盤に深謝する｡
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Intheignitiontest,firstlytwomodes

ofinitiatingthechargewereemployed,
namelythatbyelectricdetonatorand

thatbypenthritepriTnaCOrdattachedto

thechargealongitswholelength.The

experimentalresultshows:

(l)ThelimitchargeofShiroumedy･

namiteisthesameinbothinitiations,

butthatofTokushoandynamitewith

primacordinitiation(14cartidges)isfar

greatertl一anthatwithdetonatorimitation

(3Castridges).Bythemeasurementof

thedetonationvelocitiesofthesedynamite

chargeswithprimacordinitiationitwas

foundthatthedetonationvelocityinShit

roumechargeexceedsthatofprimacord

soonafterthedetonationsetsin,but
thatinTokushoanchargedoesn'tso,

alwaysbelowthatofprimacord.Thenit

seemsveryprobablethattheaboveresult

ofignitiontesthasresultedfromsuchcha･
racteristicmodesofdetonationofthese

twodynamites.

(2)TnthecaseofTokushoanatrain

ofdiscretechargescanIgnitefiredamp

28

moreeasilythanthatofclosecllargeS

does.Thissuggeststhatwithsuchdiscrete

chargetrainsthestableignitionsource

maybeformedin some intersticeof

charges ('Lpocketignition")moreeasily

thanbyanyotherway.

(3) Invariouskindsofcoalmineex･

plosivesthelimitchargeisincreasedby

applyingthesheathofwaterorsalttothe

endfaceofthecharge,whichsuggests

asthemoststableignitionsourcethe

pocket･likeoneformedinthefiredamp

entrappedbetweenthejetsasweltas
detonationcloudsbothfromthesideface

ofthechargeandfromtheendfaceofit.
Intheadddedum somediscussion is

givenabouttheelevationofdetonation

velocityofShiroumechargeabovethatof

primacordusedtoirLitiateit(mentioned

in(I)),anditisthoughtthatthisis
identicalwithoneofthetransientdetona･

tion〟fromlowtohigh''characteristicof

dynamites,therebytheprimacorditself

actingasboosterappliedtothewhole

lengthofcharge.
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